
平成 29年度 学校教育自己診断結果 
 

 

学習指導等 

・「自分の考えを人前で発表する機会がある」については肯定的回答が 80％となって

いる。 

全ての生徒に発表の機会を与えているので、発表しているという自覚が浸透してき

ていると思われる。特に 1年生の数値が高く、今後に期待したい。 

 

・「進路や生き方について考える機会がある」は１，２年生で肯定的回答 90％を超え、

全体 89％となっている。教員向けでも 91％であり、学校全体として興味・関心、

適性に応じた個々の進路指導が進められている。 

 

 

生徒指導等 

・「悩みや相談に適切にアドバイスしてくれる先生がいる」については肯定的回答が

76％であるのに対して、教員向けでは 86％となっている。 

今後も教育相談体制の充実に努めたい。 

 

 

学校運営 

・「大学等との連携」については肯定的回答が 86％と高い評価のものがある一方、「学 

校運営に意見が反映されている」が 43％にとどまり、より参加しやすい体制が望

まれる。 


